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情 報

１ 学習指導と評価の改善・充実

(1) 各種調査の結果と分析の概要及び学習指導の改善の方策

平成１４年度に実施された高等学校教育課程実施状況調査及び平成１５年度に実施さ

れたＰＩＳＡ調査の結果と分析では、「テキストを読み取る力」や「自分の考えをまと

める力」について課題があるとの指摘がある。普通教科「情報」においてこれらの力を

身に付けさせるためには、自ら調べ・まとめ・発表する活動などの一層の充実を図り、

「情報活用の実践力」を高めていくことが必要である。

(2) 普通教科「情報」における学習指導上の課題

教科「情報」における学習指導の改善・充実を図るためには、次の２つの課題を踏ま

えることが大切である。

ア 情報を適切に活用し、合理的な判断力、創造的な思考力を育む指導の工夫

イ コンピュータ等を適切に活用するための資質を向上させる指導の工夫

上記の２つの課題を解決するためには、各学校において生徒による研究発表会を実施

するなど、コンピュータや情報通信ネットワーク等を積極的に活用した学習活動の充実

に努めるとともに、地域や他の教育機関と協力・連携するなどの工夫が必要である。

、 「 」、「 」、また 教科の目標の３つの観点である 情報活用の実践力 情報の科学的な理解

「情報社会に参画する態度」をバランスよく育成する指導を一層充実させるために、次

のことに留意する必要がある。

留意点

○ 体験的活動など、生徒の主体的な活動を一層取り入れた授業を工夫すること。

○ 観点別評価の趣旨に基づく評価方法を工夫するとともに、指導と評価の一体化

の充実を図ること。

○ 個に応じた指導の工夫を行うとともに、その充実を図ること。

なお、情報を適切に活用するための知識・技能等を身に付けさせるためには、入学時

や教科「情報」の履修開始時期における生徒一人一人の知識・技能の状況を適切に把握

し、生徒の実態に応じた指導内容となるよう配慮するとともに、身に付けさせたい資質

を明確にし、個に応じた指導を一層充実させることが大切である。
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２ 「確かな学力」を育成する取組の改善・充実

～思考力、判断力、表現力等を育成する取組～

(1) 指導と評価の計画の作成

ア 指導と評価の計画作成上の留意点

思考力の育成とは、情報活用の方法を工夫し、改善する能力を伸ばすことである。

判断力の育成とは、情報と社会とのかかわりや情報が社会に与える影響を十分に踏ま

えた上で適切に行動するために必要な能力を伸ばすことである。表現力の育成とは、

情報社会の進展に即して、獲得した情報を目的に応じて発表できる能力を伸ばすこと

である。

○ 指導目標の設定に当たっては、情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を

育成するため、情報教育の目標の３つの観点及び評価の４つの観点を十分に踏まえ

るとともに、単に学習指導の中で情報機器を活用することだけに終始することのな

いよう、思考力、判断力、表現力等にかかわる観点を重視した指導目標を設定する

こと。

、 、「 」、○ 問題解決的な学習を重視し 身の回りの問題を効果的に解決する中で 考える

「判断する」、「処理する」、「発表する」などの活動が適切に行われるよう配慮

すること。

○ 評価規準の作成に当たっては、単元全体の学習指導の流れの中で、評価の４観点

のうち特にポイントとなる観点はどれかを十分に検討するとともに、実際の授業の

場面において、生徒がどのような情報に基づき、何を考え、何を根拠としてどのよ

うに判断し、どのような結論に達したか、また、その過程や結果をどのように表現

しようとしたかを明確に確認する方法を工夫すること。

○ 生徒一人一人について目標の実現状況を把握し、補充的な学習や発展的な学習な

どの教育的手だてを講じるなど、すべての生徒が基礎的・基本的な内容を身に付け

られるよう個に応じた指導を工夫すること。

イ 指導と評価の計画表の具体例１

単元名 （2）情報通信ネットワークとコミュニケーション

（ ）ウ コミュニケーションにおける情報通信ネットワークの活用 ４時間

【単元の評価規準】

ア 関心･意欲･態度 イ 思考･判断 ウ 技能・表現 エ 知識･理解

①情報通信ネットワークの ①コミュニケーションの目 ①情報通信ネットワーク上 ①コミュニケーションの特具学

仕組みや情報通信の効率 的や状況に応じて情報通 のソフトウェアを適切に 性を理解している。体習

的な方法に関心を持つ。 信ネットワークの活用方 活用することができる。 ②コミュニケーションにおの活

②課題を仕上げ、改善しよ 法を工夫する。 ②情報収集した結果を分か けるモラルやマナーとそ評動

うとする。 ②コミュニケーションを行 りやすくまとめ、報告す の必要性を理解している。価に

う際に、どのような点に ることができる。規お

注意が必要かを考える。準け

る

【指導と評価の計画】

評価規準との時
学 習 活 動 評価の方法関連

ア イ ウ エ限

行動観察コミュニケーション ①
・情報伝達や連絡の方法について観点を挙げ、比較を行い、それぞれの１

実習記録利点や欠点について検討し、実習記録にまとめる。 ②
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行動観察ネットワークを利用したコミュニケーション（Ⅰ） ①
・電子メールを利用して、テキストや添付ファイルを送信する。２

実習記録・へッダ情報からさまざまな情報を読み取る。 ①

行動観察ネットワークを利用したコミュニケーション（Ⅱ） ①
・電子メール以外のコミュニケーションを体験する。

３
課題提出・グループでの共同作業により「朝読書のための推薦図書30冊」をまと ②

める。

行動観察モラルとマナー ①
・電子メールや電子掲示板等の利用におけるモラルやマナーについて事

【 】
４ ② ②

例に基づいて話し合う。 ワークシート( 例1

・ネット上のモラルやルールの必要性について、情報検索を行うととも 参照)

に、トラブルを回避する方法等をレポート(【例2】参照)にまとめる。

レポート② ②

【学 習 指 導 案】

教科担任 ○ ○ ○ ○科 目 名 情 報 Ｃ

(使用教科書) （ 情 報 Ｃ ／ ○ ○ 出 版 ）

授 業 日 時 平 成 １７ 年 ○ 月 ○ 日 （○） 対 象 ○ 年 ○ 組 (○名)

単 元 第２章 ネットワークコミュニケーション

３ ネットワークコミュニケーションの実習

(3) モラルとマナー

指 導 計 画 ３－(1) コミュニケーション １時間

－(2) ネットワークを利用したコミュニケーション ２時間

－(3) モラルとマナー １時間（本時）

本時の目標 電子メールや電子掲示板等の利用におけるモラルやマナーについて理解を深めるとともに、トラブ

【技能・表現】 ルを防止する方策について自分の意見をまとめ、グループで意見交換を行う。

順序 指 導 内 容 学 習 活 動 留意点時間 評価の観点

(分) （評価方法）

導入 ５ ・報道トピックス等に触れながら、本 ・目標を確認する。

時の目標を提示する。

・ワークシート(【例1】参照)を配布す

る。

展開１ ８ 課題１（ブレーンストーミング） ・４人グループでできるだ 関心・意欲・態度 机間巡視【 】

・各グループに共通するキーワードが け多くのキーワードを出 【知識・理解】

あるか確認する。 し合う。 （ワークシート）

展開２ １２ 課題２（グループ討議） 関心・意欲・態度 机間巡視【 】

・感想やアイディアの積極的な交流を ・３つのポイント例などに （行動観察）

するよう促す。 ついてグループで話し合

・各グループの討議内容を確認する。 う。

・話し合いの内容を簡潔に

報告する。

展開３ ２０ 課題３（レポート作成） ・インターネットを利用し 関心・意欲・態度 机間巡視【 】

※【例2】参照 た検索により、情報収集 【技能・表現】

・それぞれの興味・関心に基づき、自 を行う。 （ワークシート）

分で調べ、まとめられるよう指導す ・知り得た情報及び自分の （レポート）

る。 考えをまとめたレポート

・発展的な学習として「課題４」への を作成する。

自発的な取組を促す。

まとめ ５ ・学習内容の確認 ・自己評価を記入する。

・提出期限及び評価の観点の確認

・次回の予告

評価規準（Ｂ：おおむね満足できると判断される状況）

ア 関心・意欲・態度 モラルやマナーの在り方に関心を持ち、課題に取り組もうとする。

イ 思考・判断 適切なコミュニケーションの在り方を工夫しようとする。

ウ 技能・表現 トラブルの未然防止方法について自分の考えをまとめ、伝えることができる。

エ 知識・理解 トラブルの原因、及び未然防止方法について理解している。
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ウ 指導と評価の計画表の具体例２

単元名 (3) 情報の収集・発信と個人の責任

イ 情報通信ネットワークを活用した情報の収集・発信「プレゼンテーショ

ンによる情報の発表」 (５時間)

【単元の評価規準】

ア 関心･意欲･態度 イ 思考･判断 ウ 技能・表現 エ 知識･理解

具学 ①適切な発表の計画を立て、 ①課題解決を図るためには ①情報機器やソフトウェア ①自ら見いだした課題を、

体習 計画に基づいて活動を行 どのような手法があるか を活用して伝えたい内容 具体的に解決するための

の活 うことができる。 を考え、適切に活用する を分かりやすく表現する 手法についての知識を身

評動 ②相互評価や自己評価の結 ことができる。 ための工夫ができる。 に付けている。

価に 果に基づいて、意欲的に ②効果的なプレゼンテーシ ②多様な形態の情報を統合 ②中間発表及び資料を評価

規お 改善しようとしている。 ョンを行うための様々な し、自分の意図した内容 し、改善するための基本

準け 方法を考え、適切に用い を表現できる。 的な 方 法を理解 してい

る ることができる。 る。

③自己や他者の発表を適正

に評価し、改善すること

ができる。

【指導と評価の計画】

評価規準との時
学 習 活 動 評価の方法関連

ア イ ウ エ限

成果発表に向けた中間発表 行動観察① ② ②
・プレゼンテーション全体の流れをつかみ、聞き手に分かりやすい話し

方を心がける。 提示画面
１

①
・ビデオやプレゼンテーションソフトウェアの活用による視覚的効果や

内容説明のための具体物の提示などの工夫を行う。

・時間配分を考えた発表を行う。

相互評価表及び自己評価表の集計 相互評価表③ ②
・相互評価は、生徒同士が共通の観点で、お互いの発表を評価する。 （ 例3】参照）【

・自己評価は、プレゼンテーションの計画から発表まで、全体を振り返

って評価する。 自己評価表２ ③ ②
・相互評価表の集計は、各項目の平均値をレーダーチャート（ 例5】参 （ 例4】参照）【 【

照）にし、欠けている項目を明らかにする。

行動観察②

プレゼンテーション改善に向けたレポートの作成 レポート① ① ①
・相互評価表の集計表及び自己評価表を基に、改善点を洗い出し、具体 （ 例6】参照）

３
【

的にレポートとしてまとめる。

行動観察②

プレゼンテーションの改善 行動観察②
・レポートに整理した改善点を基に、発表の時間配分やスライドの内容４
の精選、発表原稿や図版の手直しを行う。

成果発表のためのプレゼンテーション 行動観察① ② ②
・発表の目的と聞き手の分析に基づき、発表の展開を聞き手に提示する。

・聞き手の反応を素早く把握し、そのまま続けたり、ストーリーを変更 相互評価表５ ③
したりし、聞き手の集中力が落ちないように工夫する。

自己評価表③

提示画面①

実習記録①
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【学 習 指 導 案】

教科担任 ○ ○ ○ ○科 目 名 情 報 Ｃ

(使用教科書) （ 情 報 Ｃ ／ ○ ○ 出 版 ）

授 業 日 時 平 成 １７ 年 ○ 月 ○ 日 （○） 対 象 ○ 年 ○ 組 (○名)

単 元 第３章 情報通信ネットワークを利用した情報の活用

２ プレゼンテーションによる情報の発表

(3) プレゼンテーション改善に向けたレポートの作成

指 導 計 画 ２－(1) 成果発表に向けた中間発表 １時間

－(2) 相互評価表及び自己評価表の集計 １時間

－(3) プレゼンテーション改善に向けたレポートの作成 １時間（本時）

－(4) プレゼンテーションの改善 １時間

－(5) 成果発表のためのプレゼンテーション １時間

本時の目標 中間発表の相互評価表及び自己評価表の集計結果を分析するとともに、グループ内で意見交換を行

【技能・表現】 い、自分の意見をまとめ、改善内容を明示したレポートを作成する。

順序 指 導 内 容 学 習 活 動 留意点時間 評価の観点

(分) （評価方法）

導入 ５ ・前回行った相互評価表及び自己評価表の ・目標を確認する。

集計結果についての概評を行いながら、

本時の目標を提示する。

・提出するレポート(【例6】参照)の様式を ・ネットワーク上の

配布する。 ファイルをダウン

ロードする。

机間巡視展開１ １０ 課題１（相互評価及び自己評価の分析） ・レーダーチャート 関心・意欲・態度【 】

・レーダーチャート(【例5】参照)から何を から、改善点を考 (行動観察)

読み取れるか確認する。 察する。

机間巡視展開２ １０ 課題２（グループ討議） 関心・意欲・態度【 】

・感想を含め、改善点を積極的に出し合う ・自分の役割を中心 (行動観察)

よう促す。 に、反省点を話し

・各グループの討議内容を確認する。 合う。

・話し合いの内容を

簡潔に報告する。

机間巡視展開３ ２０ 課題３（レポート作成） ・改善点を具体的に、 【思考・判断】

・課題１、課題２を踏まえ、自分自身で改 整理したレポート 【技能・表現】

善の内容を整理し、改善点をまとめられ （ 例6】参照）を 【知識・理解】【

るよう指導する。 作成する。 （レポート）

まとめ ５ ・学習内容の確認 ・次回の活動を確認

・次回の予告 する。

評価規準（Ｂ：おおむね満足できると判断される状況）

ア 関心・意欲・態度 相互評価や自己評価の結果を生かし、自分の発表を意欲的に改善しようとする。

イ 思考・判断 課題解決を図るための方法について考え、工夫しようとする。

ウ 技能・表現 情報機器やソフトウェアを活用して伝えたい内容を分かりやすく表現することができる。

エ 知識・理解 自ら見いだした課題を、具体的に解決するための手法について理解している。

(2) 指導と評価の実際

(1) のイの「具体例１」におけるワークシート（ 例1】参照）及びレポート（ 例2】参【 【

照）による評価に当たっては、生徒に身に付けさせたい力を明確にし、評価の観点として

。 、 （ ）あらかじめ公表しておくことが大切である また Ｂと評価する生徒の状況等 評価規準

を準備するとともに、十分満足できる状況等をＡの評価とし、Ｂの評価と区分することが

重要である。

また、Ｃと評価する生徒については、評価の観点のうち特に身に付けさせたい観点を絞

るとともに、個別指導を重視し、ワークシートにおいては記入例、レポートにおいては項



-H17情 6 -

の立て方や箇条書きによるまとめ方を示【例１】ワークシートの具体例

すなど、達成の状況を踏まえながら指導

を進めることが大切である。

［評価の観点の例］

○ レポートのねらいを把握しており、

結論との整合性が認められる。

○ 資料の内容を十分に理解している。

○ 資料の引き写しとせず、要約しなが

ら内容を紹介している。

○ 資料を組み合わせ、分かりやすく再

構成するなどの工夫が認められる。

○ 自分の知識や経験を関連させ、意味

付けたりして、自分なりの考えを述べ

ることができる。

(1) のウの「具体例２」における相互

評価・自己評価については、プレゼンテ

ーションの改善を念頭に置きながら進め

【例２】レポートの具体例

ることが大切である。プレゼンテー

ションとは、話し手が受け手に「説

明して理解・納得してもらう」こと

である。そのために、まず、プレゼ

ンテーションの目的を明確にすると

ともに、受け手の立場や知識・関心

などの状況を踏まえ、伝える内容を

整理することが必要である。次に、

中間発表を行い、相互評価に基づく

相互評価表（ 例3】参照）の集計、【

評価項目ごとのレーダーチャート

（ 例5】参照）の作成及び自己評価【

（ 例4】参照）との比較による改善【

点のレポート（ 例6】参照）提出を【

行わせるなど、改善の方向を具体化

する指導を繰り返すことが大切であ

る。
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【例３】相互評価の具体例 【例４】自己評価の具体例

【例５】レーダーチャートの具体例

評価項目１（内容）

2.71

1.29

1.43

2.71

0

1

2

3
①

②

③

④

評価項目２（表現方法）

3

1.29

1.71

3

1.14

1.43

1.43

1.43

0

1

2

3
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

評価

1.811.88

1.96

0

1

2

3
評価１

評価２総合評価
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【例６】中間発表の改善点についてのレポートの具体例

レポート：中 間 発 表 を 終 え て

年○組 ○ ○ ○ ○○

［ 課 題 ］

○ 相互評価表の集計結果と自己評価を参考にして、プレゼンテーションの改善点を

整理しなさい。評価項目１（内容 、評価項目２（表現方法）のそれぞれについ）

て、特に気づいた点を考慮しながら、書きなさい。

◎ 評価項目１（内容）

テーマは適切で、内容もよく理解していたという評価を得た。

しかし、話の構成の仕方や、内容のポイントの絞り方については十分とはいえないとい

う評価を得た。

このことについては、自分としては、結論が後に来て、結局、時間が足りず説明不足

で終わったことや、内容の絞り込みが不十分で、焦点がぼけた発表になってしまったこと

が反省点と考えている。

次回は、結論を先に出し、聞き手の興味に応えるものに改善したい。また、結論と直

接関係ない事柄は削除したりして、時間配分に注意して説得力あるプレゼンテーション

にしたい。

◎ 評価項目２（表現方法）

画面構成と機器操作については高い評価を得た。

しかし、言葉がはっきりしない、伝えたい内容がうまく伝わらないなど、話そのものに

ついては分かりにくい、という評価だった。

自分では、その原因は２点あると考えている。第一の原因は練習不足で、特にコミュニ

ケーションの力が足りなかったことである。第二は、スライド画面づくりに懲りすぎたこと

が原因で、伝え方の準備や練習が十分にできなかったことである。

次回は、聞き手の状況に合わせて発表を進めていけるよう、練習をしっかりとやってか

ら発表したい。


